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第12号

大洞山 雲林寺

林

2012年夏号

平成24年6月23日 大慈提三大和尚本葬儀にて挨拶をする住職
4月3日 大般若 転読

雲
林
寺
住
職

轟

紀
久

八
月
は
お
盆
の
月
。
多
く
の
方
が
故
郷

に
帰
省
し
、
ご
先
祖
様
の
お
墓
に
お
参
り

を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
家

族
や
親
族
が
集
ま
り
、
近
況
な
ど
を
語
り

合
う
ひ
と
と
き
、
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い

日
本
の
風
景
で
す
。

そ
ん
な
お
盆
の
風
景
の
中
心
に
あ
る
の

が
「
供
養
」
で
す
。
「
供
養
」
と
聞
く
と
亡

き
人
に
対
し
て
一
方
的
に
お
水
や
お
花
、

お
供
物
を
お
供
え
し
、
手
を
合
わ
せ
る
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

振
り
返
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
手
を
合

わ
せ
て
い
る
と
、
亡
き
方
が
あ
な
た
に
し

て
く
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
あ
な
た
の
今
の
生
き
方
を
見

直
す
機
会
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
供
養
」
は
「
人
と
共
に
養
う
」
と
読

め
ま
す
。
人
と
は
亡
き
人
、
そ
し
て
亡
き

人
と
ご
縁
の
あ
る
人
。
亡
き
人
の
よ
き
生

き
方
を
想
う
こ
と
で
、
よ
り
よ
き
人
生
を

養
っ
て
い
く
「
亡
き
人
と
ご
縁
の
あ
る

人
」
は
そ
の
伴
走
者
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
「
亡
き
人
」
と
「
亡
き
人
と

ご
縁
の
あ
る
人
」
を
大
切
に
。
亡
き
人
に

導
か
れ
よ
き
伴
走
者
と
共
に
あ
な
た
自
身

の
人
生
を
養
い
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
は

「
善
き
生
き
方
」
を
次
の
人
に
つ
な
ぐ
ラ

ン
ナ
ー
な
の
で
す
。

大
洞
山
雲
林
寺
二
十
八
世
住
職
、
故
大
慈
提
三
大
和
尚

の
葬
儀
に
当
た
り
、
雲
林
寺
檀
信
徒
を
代
表
致
し
ま
し
て
、

こ
こ
に
謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

檀
信
徒
の
皆
様
、
本
葬
儀
の
際
に
は
公
私
共
に
ご
多
用

の
中
、
ご
参
列
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

和
尚
は
昨
年
十
月
中
旬
ご
ろ
大
腿
部
頸
部
骨
折
に
よ
り

入
院
さ
れ
ま
し
た
。
快
方
に
向
か
わ
れ
る
事
を
願
っ
て
い

た
矢
先
二
月
二
十
六
日
、
午
前
六
時
五
十
八
分
、
ご
家
族
の

見
守
ら
れ
る
中
、
静
か
に
百
二
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。

和
尚
は
ど
な
た
様
に
も
温
厚
で
優
し
く
、
親
し
く
接
し

て
く
だ
さ
る
お
人
柄
で
あ
っ
た
故
に
救
わ
れ
た
人
は
数
知

れ
ず
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

提
三
和
尚
は
大
正
一
三
年
に
得
度
を
受
け
ら
れ
、
仏
門

の
修
行
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
、
二
十
七
才
の
時

よ
り
大
洞
山
雲
林
寺
二
十
八
世
住
職
と
な
ら
れ
、
昭
和
六

十
三
年
ま
で
の
長
き
間
に
わ
た
り
檀
信
徒
教
化
に
専
念
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
五
十
七
年
ま
で
の

四
年
間
、
曹
洞
宗
群
馬
県
宗
務
所
副
所
長
と
し
て
御
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

住
職
と
い
う
お
忙
し
い
職
務
の
か
た
わ
ら
、
長
野
原
町

教
育
長
を
十
四
年
、
長
野
原
町
民
生
委
員
を
八
年
、
人
権
擁

護
委
員
を
二
十
九
年
、
調
停
委
員
を
十
五
年
と
言
う
長
期

に
わ
た
っ
て
、
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
推
進
に
偉

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
顕
著
な
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
勲
五
等
瑞
宝
章
の
勲
章
を
は
じ
め
各
界

か
ら
の
多
く
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
和
尚
、
最
後
の
お
別
れ
に
当
た
り
、
こ
の
世
の
中
、
又
大

洞
山
雲
林
寺
、
そ
し
て
雲
林
寺
檀
信
徒
を
、
お
見
守
り
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
檀
信
徒
の
皆
様
方
、
提
三
和
尚

亡
き
あ
と
も
、
雲
林
寺
へ
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
提
三
和
尚
、
ど

う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
さ
よ
う
な
ら
。

合
掌

大
慈
提
三
大
和
尚
本
葬
儀
葬
儀
委
員
長

雲
林
寺
護
持
会
長

萩
原
昭
朗
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一
月
二
日
、
総
代
、
世
話
人
さ
ん
に
お
集
ま
り
頂
き
、
新

年
祈
祷
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
月
十
四
日
、
長
野
原
中
央
小
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
サ
ッ

カ
ー
部
合
同
坐
禅
会
が
行
わ
れ
、
冬
の
極
寒
の
本
堂
で
一
時

間
、
頑
張
り
ま
し
た
。

二
月
三
日
、
節
分
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夜
七
時
よ
り
、

厄
除
け
祈
祷
が
始
ま
り
、
そ
の
後
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
た
。

二
月
二
十
二
日
、
曹
洞
宗
群
馬
県
第
六
教
区
の
護
持
会

新
年
会
が
伊
香
保
で
行
わ
れ
、
当
山
か
ら
は
護
持
会
長
の

他
総
代
二
名
が
出
席
致
し
ま
し
た
。

四
月
三
日
、
当
山
恒
例
の
雲
林
寺
大
般
若
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
第
二
十
八
世
大
慈
提
三
大
和
尚
の
四
十

九
日
（
大
練
忌
）
法
要
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

七
月
一
七
日
、
長
野
原
町
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
リ

ビ
ン
グ
ス
ト
ン
よ
り
お
客
様
が
見
え
ま
し
た
。
本
堂
で
坐

禅
や
書
道
を
体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

八
月
五
日
、
浅
間
山
の
「
天
明
の
大
噴
火
」
の
供
養
祭
が

雲
林
寺
参
道
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
供
養
祭
の
後
、
本
堂
で

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
主
任
調
査
研
究
員
の
黒
沢
照

弘
さ
ん
に
天
明
泥
流
に
よ
る
町
遺
跡
に
つ
い
て
の
講
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。

（
後
半
の
主
な
行
事
）

九
月
二
十
日
～
二
十
六
・
・
秋
彼
岸

十
月
八
日
（
体
育
の
日
）
・
・
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

※
今
年
は
草
津
高
原
ゴ
ル
フ
場
に
な
り
ま
す
。

十
一
月
二
十
二
日
・
・
梅
花
流
県
大
会桐

生
市
民
文
化
会
館

十
二
月
三
十
一
日
・
・
除
夜
の
鐘

1月14日 野球・サッカー部合同坐禅会２月22日護持会新年 ２月3日 節分会 1月２日 新年祈祷会

マイナス分は宗教法人雲林寺より負担しました。

護
持
会
会
計
報
告

7月１７日 リビングストンよりお客様

⑤

８月５日天明供養祭 講話

今
年
前
半
の
主
な
行
事
報
告

平成22年度 会計報告書

収入の部

前年度より繰越金 （宮崎様より） H22.04/02 268,064 

受け取り利息 H22.10/01 201

護 持 会 費 1,556,500 

〟 （地域外送金分） 11,500 

合 計 1,836,265

支出の部

寺院火災保険料 H22.10/28 577,980 

火災共済掛金 H22.12/24 90,092

２２年度教区宗務費 H22.10/28 647,940 

第六教区住職役員研修費 H23.02/18 125,000

慶弔費 （電子郵便・花輪） 67,380 

事務雑費 （香典袋･認印） 2,400 

合 計 1,510,792 

差引残高（郵便貯金） 23/03/31現在
325,473

上記のとおり報告いたします。

平成23年3月31日

雲林寺護持会長 萩原 昭朗

会 計 長谷川 誠

山口 次夫

平成23年度 会計報告書

収入の部

前年度より繰越金 325,473 

受け取り利息 204

護 持 会 費 1,270,000

〟 （地域外送金分） 666,630 

合 計 2,262,307

支出の部

寺院火災保険料 H23.10/25 595,700 

火災共済掛金 H23.11/09 90,092

２３年度教区宗務費 H23.05/16 647,940 

第六教区住職役員研修費 H23.02/18 80,000

慶弔費 （電子郵便・花輪） 125,140 

事務雑費 （香典袋･認印） 600

ご開山像修繕 H23.11/21     315,000 

合 計 1,854,472 

差引残高（郵便貯金） 24/03/31現在
407,835

上記のとおり報告いたします。

平成24年3月31日

雲林寺護持会長 萩原 昭朗

会 計 長谷川 誠

山口 次夫

平
成
二
十
二
年
、
二
十
三
年
度
を
報
告
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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本葬儀収支明細
収入 支出 ,

6月22日～23日本葬儀香典 １０，４０９，０００ .

6月24日以降香典 ２０７，０００ .

寺院御礼（７８ヶ寺） ４，８００，０００

ぐんま想賓館（葬儀代一式、引出物他） ６，１２３，９２０

浅間酒造（お清め食事代・バス送迎） １，４３６，７２０

上毛新聞掲載料 ２１８，４００

やまぐち電気（モニター設置・撮影） ４６０，０００

草津ナウリゾートホテル（住職26名宿泊・食事） ３８８，７５０

しのはら園（造園工事代） ５７０，０００

斉木石材（境内改修工事） ６２１，０００

一場石工業（境内改修工事） ２９２，９５０

豊田建築（本堂内床・階段・下駄箱工事代） ５７０，０００

放光（寺院引出物・本葬儀備品レンタル） ９５０，０００

コーエイ（株）テント設置・椅子レンタル ３４０，１７４

ミヤマ写真 遺影 ４５，０００

かみつけ信用金庫 手伝い御礼（３名） ９，０００

振込手数料 （５社） １，６８０

収入合計 １０，６１６，０００

支出合計 １６，８２７，５９４

計 －６，２１１，５９４

※マイナス分は宗教法人雲林寺より負担しました。

六
月
二
十
三
日
の
大
慈
提
三
大
和
尚
の
本
葬
儀
の
際
は

檀
信
徒
の
皆
様
に
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

檀
信
徒
葬
と
い
う
こ
と
で
、
総
代
・
世
話
人
さ
ん
に
は

準
備
の
段
階
か
ら
何
度
も
お
寺
に
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し

た
。
当
日
、
世
話
人
さ
ん
に
は
受
付
や
、
駐
車
場
な
ど
、
各
配

置
場
所
に
着
い
て
頂
き
、
混
雑
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
滞
り

な
く
修
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今回も世話人さんをランダムでご紹介さ

せて頂きます。

①名前

②担当地区

③趣味・特技

④人生で一番嬉しかった事

3 1

①②

③④

⑤
①
当
日
は
梅
雨
の
中
、
晴
天
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
方
に

お
焼
香
し
て
頂
き
ま
し
た
。

②
午
前
十
時
、
大
梵
鐘
（
お
お

ぼ
ん
し
ょ
う
）
の
音
と
共
に
式

が
始
ま
り
ま
し
た
。
梅
花
講
員

さ
ん
に
和
讃
を
お
唱
え
し
て

頂
き
ま
し
た
。

③
仏
事
師
上
殿
（
ぶ
つ
じ
し

じ
ょ
う
で
ん
）
本
葬
儀
導
師
様

が
位
に
就
か
れ
ま
し
た
。

④
小
師
師
孫
請
拝
（
し
ょ
う
し

し
そ
ん
し
ょ
う
は
い
）…
喪
主

よ
り
導
師
様
に
お
願
い
の
お

拝
を
致
し
ま
す
。

⑤
納
舎
利
諷
経(

の
う
し
ゃ
り

ふ
ぎ
ん)

…
雲
林
寺
歴
代
住
職

の
墓
地
へ
納
骨
致
し
ま
し
た
。

ご自宅で、仏教・禅のお話が聞ける

電話説法です。爽やかな安らぎと心

の潤いにして頂ければ幸いです。

お話の内容は10日ごとに変わります。
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梅
花
流
た
よ
り

當
山
二
十
八
世
大
慈
提
三
大
和
尚
が

遷
化
し
て
早
半
年
が
経
と
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
紛
れ
も
な
く

祖
父
で
あ
り
、
師
で
も
あ
り
ま
し
た
。

沢
山
の
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に

た
だ
た
だ
感
謝
の
み
で
あ
り
ま
す
。

一
〇
〇
歳
ま
で
生
き
ら
れ
た
人
で
も

人
の
命
は
泡
が
で
き
て
は
消
え
る
よ
う

に
は
か
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
本
体
の
海
の
水
は
増
え
も
せ
ず
減
り

も
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
は
雲
の
よ
う
に
来
て
は
雲

の
よ
う
に
去
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
移
ろ
う

も
の
で
す
。

し
か
し
空
の
方
は
別
に
動
い
た
り
静

か
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

無
常
の
い
の
ち
に
あ
っ
て
増
え
も
せ

ず
、
減
り
も
し
な
い
も
の
、
そ
れ
が
不

生
不
滅
の
い
の
ち
で
す
。

山
が
あ
り
、
木
が
あ
り
、
花
が
咲
き
、

鳥
も
啼
き
、
川
に
は
魚
も
泳
い
で
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
は
「
だ
れ
の
も
の
で
も
な

い
」
い
の
ち
を
ひ
た
む
き
に
生
き
て
い

ま
す
。

副
住
職

轟

省
吾

全
国
梅
花
流
六
〇
周
年
記
念
大
会
を
振
り
返
っ
て

山
崎
ト
シ
ヨ

私
は
平
成
十
八
年
一
月
十
八
日
に
、
雲
林
寺
梅
花
講
員
と
し
て
入

講
致
し
ま
し
た
。
ま
だ
日
の
浅
い
講
員
で
あ
り
ま
す
。

今
年
三
月
一
六
日
、
伊
香
保
温
泉
、
天
坊
で
行
わ
れ
た
勉
強
会
に

出
席
す
る
と
、
美
代
子
先
生
よ
り
今
年
の
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る

方
々
は
群
馬
県
か
ら
十
四
名
で
、
う
ち
二
名
の
み
雲
林
寺
梅
花
講
よ

り
（
舞
台
に
）
出
て
い
た
だ
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
二
名
は
今
年

試
験
を
受
け
ら
れ
た
、
山
崎
さ
ん
と
山
本
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
と

言
わ
れ
、
頭
が
真
っ
白
に
な
り
そ
の
日
か
ら
心
配
で
何
を
す
る
に
も

上
の
空
で
し
た
。

四
月
三
日
の
大
般
若
会
の
日
、
美
代
子
先
生
よ
り
全
国
大
会
へ
出

る
た
め
の
勉
強
会
が
五
月
九
日
、
高
崎
の
宗
務
所
で
あ
る
と
聞
い
た

の
で
美
代
子
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
て
車
に
乗
せ
て
頂
き
、
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

勉
強
会
は
八
名
の
み
で
し
た
。
梅
花
部
長
の
田
川
先
生
に
一
日
中

講
習
を
し
て
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
三
〇
日
、
千
葉
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
は

群
馬
県
の
他
、
愛
知
県
、
栃
木
県
の
五
〇
名
で
（
前
列
二
四
名
、
後
列

二
六
名
）
私
た
ち
は
後
列
で
し
た
。
宙
に
浮
い
て
い
る
み
た
い
な
感

覚
で
し
た
！

二
曲
目
が
終
わ
り
ス
テ
ー
ジ
よ
り
退
場
し
て
自
分

た
ち
の
席
に
着
い
た
ら
ほ
っ
と
し
、
「
今
晩
か
ら
や
っ
と
よ
く
眠
れ

る
！
」
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

今
回
の
全
国
大
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
は
、
美
代
子
先

生
や
宗
務
所
の
方
々
、
先
輩
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

５月３０日 全国大会にてお唱えをする

山崎様、山本様（後列中央）

梅花流初心者講習会
全く初めての方対象に講習会

を開催いたします。お気軽に

お越し下さい。講師：副住職

開催日：９月４日（火）

時 間：19:00～20:00

場 所：雲林寺本堂
※筆記用具のみご持参ください。

梅
花
流
一
泊
研
修
に
参
加
し
て

冨
澤
ふ
じ
江

昨
年
の
研
修
会
で
は
検
定
の
こ
と
が
先
行
し
て
、
し
っ
か

り
聞
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

今
年
は
そ
の
検
定
も
終
わ
り
安
堵
し
た
の
か
余
裕
が
出
て

一
泊
二
日
の
研
修
も
日
程
表
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
い
の

ち
」
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
日
頃
健
康
に
つ

い
て
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
「
ア
レ
ッ
」
と

思
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
夫
の
入
院
、
そ
こ
に
付
き
添
う
私

は
介
護
の
毎
日
で
し
た
。
入
院
中
は
院
長
先
生
、
主
治
医
の
先

生
か
ら
手
厚
い
治
療
を
し
て
頂
き
、
有
り
難
く
心
強
く
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
先
生
方
の
熱
心
な
治

療
に
報
い
る
こ
と
が
出
来
ず
、
結
果
的
に
病
に
勝
て
ず
、
私
に

と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
存
在
の
夫
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
の
時
に
、
命
の
大
切
さ
、
重
さ
、
は
か
な
さ
、
そ
し
て
不

思
議
さ
を
痛
感
し
た
の
で
す
。

命
あ
る
も
の
、
人
も
、
動
物
も
、
草
花
も
、
小
さ
い
虫
さ
え
も

愛
お
し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
梅
花
研
修
で
「
命
つ
な
い
で
」
の
D
V
D
を
見
さ
せ

て
頂
き
、
映
像
を
通
し
て
、
慈
悲
、
自
己
、
他
己
、
お
互
い
に
尊
重

し
、
支
え
合
っ
て
ゆ
く
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
こ
と
に
意
義
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
と
か
く
希
薄
が

ち
に
な
る
昨
今
、
無
縁
社
会
か
ら
有
縁
社
会
に
な
る
よ
う
に

と
、
脳
裏
に
き
ざ
み
、
一
日
一
日
を
大
事
に
過
ご
し
て
ゆ
き
た

い
と
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

今年も雲林寺親睦ゴルフコンペが開催されま

す。プレー終了後は、雲林寺本堂で表彰式、景

品授与等パーティーを開催致します。お申し

込みは各地区の世話人、又は雲林寺へ直接お

願い致します。

尚、過去ご参加頂いた方へはおハガキにて通

知をさせて頂きます。

皆様多くの御参加をお待ちしております！！

次
の
雲
林
寺
報
第
十
三
号
は
来

年
一
月
二
日
に
お
配
り
致
し
ま
す
。
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